
13 － 15
14 － 16
22 － 6
10 － 12
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 0 0 0 0 0 ○ 4 11 1 4 0 1

◎ 5 19 5 2 0 2 ○ 5 2 0 1 0 5

○ 6 4 0 2 0 2 ○ 6 20 4 4 0 1

○ 7 18 4 3 0 0 ◎ 7 12 0 4 4 0

○ 8 14 0 6 2 1 8 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 ○ 10 4 0 2 0 1

○ 11 4 0 2 0 1 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

59 9 15 2 49 5 15 4

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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岡山学芸館 59 49

　両チームマンツーマンDEFで試合開始。先手を取ったのは学芸館。1Q、#5の３P,#11のドライブが連
続で決まり、１０－０とリードする。対する山口は、立ち上がりこそ堅さが見られたが、#6を皮切り
に反撃を開始、#4のドライブ等で得点する。学芸館は激しさの増した相手のDEFプレッシャーに決定的
なシュートが打てず、得点が止まる。1Q終了間際、山口は#6のスティールからの速攻で逆転し、１３
－１５で1Q終了。2Q、山口は徹底したディレイド＆フレックスOFFで着実に得点を重ねる。学芸館はリ
ズムに乗れず苦しい展開だが、#7の連続３Pで食らいつき、２７－３１で前半終了。後半に入り、学芸
館はDEFを３－２ゾーンに切り替える。山口は、#6が連続３Pを決めるが、相手のDEFが１－３－１ゾー
ンに変わり、山口の得点が失速する。DEFで流れを変えた学芸館は、ハイポストを起点に#7のジャンプ
シュート等がリズムよく決まり、４９－３７と一気に逆転する。勝負の4Q、山口は再びDEFに激しさを
増し、簡単に失点を許さない。攻撃では#6、#4の連続３Pが決まり、一時は５１－４５と点差を6点に
縮めるが、他のシュートが決まらず、反撃もそこまで。学芸館は焦ることなく、#8の連続得点で粘る
山口を振り切り、５９－４９で勝利。決勝進出を果たした。
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